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こ
こ
数
年
、
学
生
の
就
業
に
対
す
る

意
識
の
変
化
を
感
じ
ま
す
。「
自
分
に

合
っ
た
働
き
方
を
優
先
し
た
い
」「
夢

を
実
現
で
き
る
会
社
に
行
き
た
い
」
と

話
す
学
生
が
増
え
、
就
職
先
も
小
売
業

中
心
だ
っ
た
の
が
今
は
多
様
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
中
に
は
起
業
す
る
学
生
も

い
ま
す
。
企
業
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

D
X
人
材
の
獲
得
競
争
が
激
化
し
、
新

卒
採
用
で
も
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
は

長
ら
く
変
わ
ら
な
い
ま
ま
で
、
面
接
対

策
講
座
な
ど
、
定
形
的
な
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
さ
せ
る
就
活
支
援
ど
ま
り
。
折

し
も
2
0
2
0
年
に
策
定
さ
れ
た
本
学

の
中
期
計
画
で
は
、「Society5.0 

に

向
け
た
就
業
意
識
の
醸
成
」
に
取
り
組

む
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私

は
、社
会
や
企
業
の
変
化
へ
の
対
応
と
、

新
し
い
キ
ャ
リ
ア
観
を
持
ち
始
め
た
学

生
の
た
め
、
1
年
生
対
象
の
オ
ナ
ー
ズ

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
D
X
人
材
育
成
キ
ャ
リ

ア
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
企
画
・
開
発

し
た
の
で
す
。

　
学
生
は
１
年
か
け
て
20
回
の
オ
ン
ラ

イ
ン
講
義
と
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、

キ
ャ
リ
ア
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
D
X
、

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
学
修
し
、
チ
ー
ム

で
D
X
時
代
の
課
題
解
決
を
テ
ー
マ
に

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
立
案
、
企
業

か
ら
評
価
を
受
け
ま
す
。
身
に
付
け
て

ほ
し
い
の
はSociety5.0

に
不
可
欠

な
「
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
課
題
を
見
い

だ
す
力
」「
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
解
決

策
に
近
づ
く
力
」
で
す
。
加
え
て
「
変

化
を
察
知
し
、
自
ら
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
続
け
る
力
」
も
養
成
し
ま
す
。
こ
れ

ら
は
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ
や
パ
ラ
レ
ル

キ
ャ
リ
ア
が
当
た
り
前
に
な
る
時
代
に

お
い
て
、必
要
な
力
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
目
標
は
、
学
生
が
キ
ャ
リ
ア
実
現
に

向
け
て「
自
走
」す
る
こ
と
。そ
の
た
め
、

１
年
生
対
象
、
正
課
外
の
オ
ナ
ー
ズ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
。
将
来
へ
の
関

心
が
高
い
初
年
次
に
受
講
す
る
こ
と

で
、
そ
の
後
の
自
発
的
な
学
び
が
期
待

で
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
は
学
部
、キ
ャ

ン
パ
ス
を
越
え
た
学
び
合
い
を
可
能
に

す
る
か
ら
で
す
。
多
様
で
意
欲
的
な
者

同
士
が
共
に
学
べ
ば
、
成
長
の
相
乗
効

果
も
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
初
年
度
は
全
学
部
か
ら
79
人
の
応
募

が
あ
り
、〝
や
る
気
〞
の
み
を
基
準
に

40
人
を
選
抜
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

自
分
の
中
の
当
た
り
前
が
覆
り
、
不
確

実
な
将
来
に
向
け
今
か
ら
準
備
し
て
お

き
た
い
と
い
う
意
欲
が
高
い
学
生
ば
か

り
。
と
は
い
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
越
し
の

人
間
関
係
構
築
や
チ
ー
ム
運
営
に
も
が

き
苦
し
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
対
し

て
企
業
か
ら
厳
し
い
評
価
も
受
け
ま
し

た
。が
、受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は「
挑

戦
に
対
す
る
怖
さ
が
減
っ
た
」「
考
え

る
視
点
が
圧
倒
的
に
増
え
た
」「
起
業

の
学
生
団
体
を
つ
く
り
た
い
」
な
ど
の

声
が
寄
せ
ら
れ
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視

聴
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
単
位
の
出
な
い

講
座
を
主
体
的
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
自
走
化
の
た
め
に
は
手
の
か
け
す
ぎ

は
厳
禁
で
す
。
２
年
次
の
講
座
は
用
意

し
て
い
ま
せ
ん
。
各
自
が
自
ら
の
強
み

や
課
題
を
自
覚
し
、
そ
れ
ら
を
伸
ば
す

た
め
に
必
要
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
に
な
れ

ば
、
1
期
生
が
2
期
生
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
1
期
、

2
期
…
と
続
く
縦
の
つ
な
が
り
は
、
卒

業
後
も
役
に
立
つ
は
ず
。
就
職
・
キ
ャ

リ
ア
支
援
課
が
な
く
て
も
、
自
分
で

キ
ャ
リ
ア
を
築
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
理
想
で
す
。

こしやままさもと●1994年入職。通信教育、財務、教
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Society5.0に向け自走するDX人材育成
　自律的学習者を育てるキャリアオナーズプログラム

2022 3-427 2022 3-4 26

学生数／約31000人　
学部／文、経済、経営、法、社会、国際、国際観光、情報連携、ライフデザイン、理工、総合情報、生命科、食環境科　
大学院／文学、社会学、法学、経営学、経済学、国際学、国際観光学、社会福祉学、ライフデザイン学、理工学、学際・融合科学、
　　　　総合情報学、生命科学、食環境科学、情報連携学
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学
生
の
キ
ャ
リ
ア
の
多
様
化
と

キ
ャ
リ
ア
支
援
へ
の
疑
問

１
年
次
、正
課
外

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
の
理
由
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特集  キャリアの多様化と大学教育

2021年度より、DX人材育成を目的とした「東洋大学キャリアオナーズプログラム」を
スタートさせた東洋大学。プログラムの狙い、めざすキャリア支援のあり方を聞く。

東洋大学
前期5月～7月（7回）1年次

キャリア
オーナー
シップ
講座

Udemｙ　
for 
Business＊1 指定講座に加え、自主的に講座を受講し、DXに関連する知識やデータサイエンス、ビジネススキルを学ぶ

▶クリティカルシンキング　▶デザイン思考  ▶AI　▶プレゼン資料作成術　など

ビジネス
コラボ
レーション
講座

後期7月～1月（13回）

高いキャリアリテラシーと、デジタル技術を活用して社会課題を解決する力を
持つ人材

育成人材像

東洋大学キャリアオナーズプログラム

社会の変化をふまえた自主的な
キャリア形成の土台づくり

▶ビジネスフレームワーク理解
▶チームで富士通Japanが出したSDGsの
  ３、４、８の課題に対してＤＸで解決する
  ビジネスプランを作成、プレゼン、
  事後評価

dodaキャンパス＊2を活用した振り返り

▶キャリアオーナーシップについて学ぶ
▶リフレクションの重要性理解と手法の修得
▶社会理解（SDGs、Society5.0など）
▶チームで課題解決

（計画立案、プレゼン、実行、成果プレゼン）

ビジネスプランの立案を通じ
ビジネススキルを養成

講義型
授業

（オンライン）

eラーニング
教材

リフレク
ション

知識・スキルアップ

自らの学びを言語化し、蓄積することで、今後のキャリア形成に生かす
アセス
メント

アセス
メント

学習テーマの連動・派生

＊1 DXやビジネススキル等を学べるオンライン学習プラットフォーム　＊2 学ぶと働くをつなぐ、大学生のキャリア支援サービス。大学生活での経験を記録し、自分の強みや価値観に気付く「キャリアノート」機能がある

学部で教わったものづくりを
ビジネス化する視点を会得

情報連携学部1年 鈴木 優比さん 文学部1年 粟飯原 大斗さん

学生に聞く！

　第一志望ではなかったこの大学で何をやるかをあらためて考
え、「社会に出て生き抜くためのスキルを身に付けたい」と思
い、受講しました。学部ではプログラミングによるものづくりを学
びますが、それをビジネスに落とし込むスキルが学べたのがよ
かったと思っています。加えて、チーム学習を進める中で、自分
の考えを人に伝えることの難しさに気づき、後期はリーダーシッ
プを意識しました。情報連携学部に通っていますが、大学入学
前はデジタル技術について豊富な知識があったわけではありま
せん。デジタルスキルに関しても、リーダーシップの取り方に関
しても、eラーニングで学んだうえで実践に結びつけるのは、楽
しかったですし、飽きることはありませんでした。学部の同級生
にもここで学んだことを広めていきたいです。

ソーシャルビジネスに取り組む
学生団体をつくりたい

　将来のキャリアが漠然としており、社会で働くことのイメージ
がないため、このプログラムに挑戦しました。企業を相手にビジ
ネスモデルを提案するためのアイデア出しからプレゼンまで、全
てのプロセスが勉強になりました。文学部の学生であっても、
社会に出たらデジタル技術と無関係ではいられません。ＤＸに
ついて何も知らなかったら、社会に出たとき勝負にならないで
しょう。
　チームではリーダーも務め、連日夜中までメンバーとプランを
練り上げました。ゼロ単位の講座でもがんばることができたの
は、シンプルに楽しかったから。今後は、このプログラムで得た
自信と経験を生かして学生団体をつくり、ソーシャルビジネスに
取り組んでいきたいです。


